
Outcome

（ＤＰＣ指標・厚労省提出指標）

指標 

在院日数 DPC 病院の在院日数（全国平均以内の割合）

2020年より定義変更あり 

DPCの各入院期間は、全DPC病院のデータをもとに決定されており、ここで設定されている期間が、現在のDPC病院の
標準と言うことになります。Ⅱ期間は全国の平均在院日数で設定されており、DPC病院の目指すべき指標となります。

・症例の限定は分科会定義に準じるが、完全に一致はしない。 
・マネジメントの指標値であって、計測値の解釈は個別に必要。 
・DPC対象の精神病棟への入院も除外している。 

2019年：回答病院 33 

2020年：回答病院 33 

A）DPC病院の在院日数（全国平均在院日数以内の割合） 

2019年：最小値46.88 25％値55.22 中央値61.12 75％値65.78 最大値 72.81 

2020年：最小値45.45 25％値55.83 中央値58.77 75％値63.97 最大値 73.59 

入院期間Ⅱ以内の割合が増加した施設数は9件、減少した施設は24件でした。2019年と比べ四分位範囲が小さくなっ

ている事から、散らばりが少なく、多くの施設で同様の傾向だったことが分かります。 

新型コロナ患者の受け入れに対応するため、地域包括ケア病棟や回復期リハビリ病棟などで対応するケースもあり、

2020年はベッドコントロールが難しかったのではないかと考えられます。 

・必要データセット：DPC様式1 
・分子：入院期間II以内の退院数 
・分母：退院症例数（DPC分析対象） 
・分子÷分母（単位：パーセント） 
分母の定義 
Ⅰ.解析期間に退院した症例を対象とする 
Ⅱ.このうち、分科会の分析対象データを参考に、以下の基準で除外を行う 
①在院日数1日以下（外泊日数含む）②外泊>=在院日数③年齢0歳未満120歳超④一般病棟以外の病棟との移動あり 
（DPC対象病棟となる入院料を算定していないもの）⑤24時間以内の死亡⑥移植手術あり⑦DPC該当せず⑧治験の実施
⑨生後7日以内の死亡 
分子の定義 
Ⅰ.分母のうち、入院期間II以内の退院数 
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指標の意義 

指標の定義・算出方法 

測定上の限界・解釈上の注意 
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